
（様式７）

NO.

・システム計測株式会社

・TM技術士事務所

住宅等における環境対策や健康向上に資する技術開発

住宅等におけるストック活用、長寿命化対策に資する技術開発

■ 住宅等における防災性向上や安全対策に資する技術開発

■技術開発の概要

約 　　100　　百万円

技術開発
提案名

機械式掘削機器を使用した拡底部を有する場所打ちコンクリート杭工
法の技術開発

総評

背景・目的

技術高度化
の期間

14

　近年、建物においては、地震時（津波を含む）や地下水位が高い場合に発生する引抜
き力が問題になっている。
　そこで、鉛直性が高く、従来より高い拡底率（有効底面積／軸部断面積）で、拡底部
を設けることで、支持力及び引抜き抵抗力を増大し、省資源化、発生残土の抑制、低コ
スト化とともに建築物の耐震性の向上を可能にする場所打ちコンクリート杭工法の実用
化を目的とする。

　本技術開発では　独自の施工管理システムおよび油圧を用いない単純な機械機能を用いることで、回転
トルクの効率が上げることができ、施工性が良く、あらゆる地盤で高品質な杭を施工する工法である。ま
た、鉛直性が高く、従来より高い拡底率（有効底面積／軸部断面積）で、拡底部を設けることで、支持力
及び引抜き抵抗力を増大し、省資源化、発生残土の抑制、低コスト化とともに建築物の耐震性の向上を可
能にする場所打ちコンクリート杭工法である。
　本開発により、鉛直性が高く、従来より高い拡底率（有効底面積／軸部断面積）で、拡底部を設けた場
所打ちコンクリート杭を用いることで、従来の杭と比較し、小さい径、短い杭長で支持力を得るだけでな
く、高い引抜き抵抗が確保できる。そのため、省資源化、発生残土の抑制、低コスト化とともに建築物の
耐震性の向上を可能にする。

事業者

技術開発
経費の総額
（予定）

　拡底率が大きく引き抜き抵抗が期待できる杭の技術開発としては、実現可能性、実用
化の見通しは良好である。
　昨年度までに行われた施工実験より得られたこと、今回の提案課題で実施される現場
施工実験で明らかにされること、ならびにFEM解析等の解析で補完的に明らかにされるこ
と、および類似の技術開発等を参考に加え、得られた成果を有機的に組み合わせて成果
が達成できれば、実用化が期待される。
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